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補 正 予 算

◎一般会計
◇�江差町歴史的風致維持向上計画策定事業

1,030万円（国庫支出金及び一般財源）
　「歴史まちづくり法」に基づく「歴史的風致維
持向上計画」を策定するもので、計画の策定を通
じて、当町の歴史的風致を明らかにするとともに、
その維持活用の方針を示し、歴史観光まちづくり
の一層の推進を目指すもの。

◇�HBCラジオ江差中継局管理用道路整備資材高
騰分� 260万円（全額一般財源）

　中東情勢の緊迫化に伴う資材費等の高騰により、
工事費に不足が生じる見込みがあることから専決
処分したもの。
◇�行政情報化・電子自治体推進庁内ネットワーク
強靭化サーバー更新

567万6千円（全額一般財源）
　インターネット系サーバーの保守管理に必要と
なる経費を補正するもの。
◇国標準化システム導入に伴う印刷発注業務
� 39万6千円（全額一般財源）
　国の標準化システムが本格稼働することに伴い、
納税通知書及び納付書を標準化指定レイアウトによ
り調達するもの。
◇総合行政システム改修業務（旧氏及び旧氏の振
り仮名表記等に係る対応）

� 198万円（全額国庫支出金）
　戸籍の附票に旧氏及び旧氏の振り仮名を記載し、
マイナンバーカードへの表記等を可能とするとと
もに、住民票や本人確認情報に振り仮名記載を反
映させるもの。

◇江差町かもめ島交流拠点づくり整備事業
� 214万円（その他特定財源及び一般財源）
　新道の駅整備を踏まえた上町・下町の商店街振
興など、地域経済活動の振興発展につなげいくた
め、寄附金の全額を積み立てるもの。
◇檜山地域人材開発センター浄化槽放流ポンプ№
2及びフロート取替工事

� 27万9千円（全額一般財源）
　保守点検により、経年劣化等による故障が判明
したため、取替工事を実施するもの。
◇経営所得安定対策等推進事業
� 82万2千円（全額道支出金）
　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物
を対象に、その差額を交付し、農業経営の安定と
国内生産力の確保を図るもの。
◇�豊かな前浜づくりプロジェクト ナマコ養殖事
業補助� 300万円（全額その他特定財源）

　ナマコ増殖礁50基を設置し、増殖礁の二次的な
効果として、藻場造成によるブルー・カーボンの
取り組みを推進するもの。

◇�職員研修（小学校特別支援教育対策知能検査研
修）� 40万円（全額一般財源）

　最新版ウィスク検査を取り入れるため、検査を
実施・分析するための要件である公認心理士資格
を有する町教委指導主事の受講費用を措置するも
の。
◇�江差北中学校朝日方面部活動便車両リース事業
� 89万5千円（全額一般財源）
　部活動送迎等で専用車両が必要な状況にあるこ
とから、リース契約をするもの。

江差町歴史的風致維持向上計画策定事業等江差町歴史的風致維持向上計画策定事業等
計2,848万８千円を補正計2,848万８千円を補正

６月定例会６月定例会　　こんなことが決まりました！こんなことが決まりました！

　６月15日に開催された第２回定例会で補正予算を含む議案等が審議され、全て原案のとおり可決されました。

国の重要文化財に指定されている「中村家」

江差町で養殖されているナマコ

一　般　事　業
このページでは、今回補正予算
の注目事業を紹介します！
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そ の 他
◎報告
◇令和７年度一般会計継続費繰越計算書
　（仮称）道の駅「かもめ島」整備事業ほか２事業、20億6,776万８千円を繰り越して使用。
◇令和７年度一般会計繰越明許費繰越計算書
　令和８年度に繰越して使用する予算について報告。（仮称）道の駅「かもめ島」整備事業（開陽丸管理棟解体）
他10事業。2億8,362万８千円を繰越。

意 見 書 を 提 出
　６月定例会では５件の意見書を提出し、全て可決、関係行政機関へ送付しました。

《可決》
◇地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について
◇ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書の提
出について

◇義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/2への復元など教育予算拡充とゆたかな学びを求める意
見書の提出について

◇道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を見直しすべての子どもにゆたかな学
びを保障する高校教育を求める意見書の提出について

◇令和８年度北海道最低賃金改正等に関する意見書の提出について

道路改良工事予定の「五厘沢山崎線」

解体予定の「旧第３椴川橋」

◎条例改正
◇江差町国民健康保険税条例の一部改正
　国民健康保険税率の改正に伴うもの。

◎その他
◇和解及び損害賠償額の決定

◎報告
◇令和7年度（繰越）町道陣屋椴川線
　第３椴川橋橋架換工事（旧橋解体工）
　[契約相手方]　株式会社　前田組　代表取締役　前田　憲男
　[契約の金額]　５，８３０万円
◇令和８年度五厘沢山崎線
　第２工区道路改良工事（路体盛土工）
　[契約相手方]　株式会社　前田組　代表取締役　前田　憲男
　[契約の金額]　５，１２６万円

◎財源更正
◇�有害鳥獣駆除
� 498万4千円（一般財源から道支出金）
　町のヒグマ対策として行う捕獲事業や出没防止
対策に関する経費について、道へ補助要望してい
たところ、本年３月26日付けで内示があったこと
から更正するもの。

◎国民健康保険費特別会計
◇国標準化システム導入に伴う印刷発注業務
� 35万5千円（全額一般財源）
　現在使用している端末サポート期間が終了する
ことに伴い、セキュリティ対策のアップデートが
されなくなることから、更新するもの。
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質疑は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せてい
ます。要約されていない質疑を確認し
たい場合は「ホームページ」もしくは
「YouTube」をご覧ください。
◆表示の説明◆
　文中の再、再再はそれぞれ再質問、
再再質問を表します。

一
般
質
問

一
般
質
問

７７
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

　第２回定例会において次のとおり、町長が行政報
告しました。
１　令和７年度江差町各会計決算見込みについて
　　歳入総額　　７３億５，９７１万円
　　歳出総額　　７１億１，３０９万１千円
　　歳入歳出差引　２億４，６６１万９千円
　�　繰越明許費繰越しを差し引いた実質収支は２億２
４５８万１千円で、１億２千万円を財政調整基金に積
立、残額は繰越金。

２　令和７年度江差町水道事業会計決算概要について
　　営業収益　　　２億３，９８３万８千円
　　営業費用　　　２億８，４６４万９千円
　　営業外収益　　２億　　１５１万８千円
　　営業外費用　　　　２，６４３万７千円
　　当年度純利益　１億３，０５７万７千円
３�　令和７年度江差町公共下水道事業会計決算概要に 
ついて

　　営業収益　　　　　３，６７０万６千円
　　営業費用　　　１億７，８５１万１千円
　　営業外収益　　２億４，３３５万円
　　営業外費用　　　　２，４４８万円
　　当年度純利益　　　７，７４１万８千円
４　寄附採納について
　◇関村　佳紀　様
　　現金１０万円（新道の駅整備事業活用として）
　◇江差経済同友会　会長　小笠原　弘　様
　　現金２１３万９，６１２円
　　（江差町の経済活動の進行・発展のため）
　◇株式会社HSS　 代表取締役　鈴木　真人　様
　　企業版ふるさと納税２０万円
　◇矢口港湾建設ヤグチダイバー株式会社
� 代表取締役　矢口　政則　様
　　企業版ふるさと納税３００万円
　　（５年連続、同額のご寄附）

　第２回臨時会において次のとおり、町長及び教育
長が行政報告しました。
１　寄附採納について（町長行政報告）
　◇江差ライオンズクラブ� 会長　中村　英樹　様
　　学用品３０セット
　◇第一生命保険株式会社　札幌総合支社　
� 江差営業オフィス機関長　前田　和美　様
　　タオルチーフ２６枚
　◇江差グリーンエナジー株式会社　
� 代表取締役　今村　久代　様
　　現金３００万円（４年連続、同額のご寄付）
　◇株式会社光栄コンサルタント　
� 代表取締役　西村　智晴　様
　　企業版ふるさと納税（金額非公表）
　◇株式会社北辰運輸� 代表取締役　矢原　幸康　様
　　現金１００万円（スポーツ少年団への支援として）
　◇北清えさし株式会社� 代表取締役　湯藤　　学　様
　　現金１０万円（清掃活動等環境保全活動として）
２　学校職員の逮捕について（教育長行政報告）

第 2 回 定 例 会  第 2 回 定 例 会  行 政 報 告
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の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て
い

る
か
。

　
４
期
目
に
お
い
て
、
特

に
重
点
的
に
進
め
た
い
政

策
は
何
か
。

　
江
差
町
の
将
来
像
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の

か
。

　
長
期
政
権
と
な
る
中
で
、

町
政
運
営
の
緊
張
感
や
組

織
の
活
性
化
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
か
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

町
長
気
軽
に
町
内
移
動

が
で
き
る
江
差
マ
ー
ス
の

本
格
運
行
や
、
防
災
行
政

無
線
の
整
備
、
小
中
学
校

給
食
費
の
無
償
化
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
２
億
円
突
破
、

道
の
駅
の
開
業
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
厳

し
い
状
況
の
中
で
も
積
極

果
敢
に
町
政
を
推
進
し
て

き
た
。
３
期
12
年
を
一
括

り
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
、

日
々
全
力
で
町
政
運
営
に

あ
た
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、

次
の
４
年
間
は
新
し
い
道

の
駅
の
開
業
や
、
檜
山
沖

で
計
画
が
進
む
洋
上
風
力

発
電
事
業
な
ど
、
江
差
町

に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期

と
な
る
。
皆
様
か
ら
の
励

ま
し
の
声
を
頂
い
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
12

年
間
の
単
な
る
延
長
線
上

で
は
な
く
、
進
化
す
る
江

差
町
を
目
指
し
、
次
の
４

年
間
も
全
身
全
霊
で
町
政

の
舵
取
り
役
を
担
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
を
強

く
抱
く
よ
う
に
な
り
、
７

月
の
町
長
選
挙
に
４
度
目

の
挑
戦
す
る
決
意
を
固
め

た
。

　
３
点
目
の
、
４
期
目
で

重
点
的
に
進
め
た
い
政
策

に
つ
い
て
、
来
年
６
月
に

開
業
予
定
の
新
し
い
道
の

駅
は
運
営
事
業
者
グ
ル
ー

プ
と
連
携
し
、
観
光
客
に

も
町
民
に
も
愛
さ
れ
る
地

域
の
顔
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
町
内
の
経
済
循

環
に
好
影
響
を
も
た
ら
す

着
実
な
走
り
出
し
を
、
私

自
身
の
手
で
し
っ
か
り
と

や
り
遂
げ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
た
、
洋
上
風
力
発

電
事
業
を
含
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
は
、
官
民
が

一
体
と
な
っ
た
地
域
経
済

に
繋
が
る
枠
組
み
を
構
築

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
も
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
財
政

基
盤
の
安
定
化
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
好
調
な
ふ

る
さ
と
納
税
の
更
な
る
強

化
で
、
中
期
財
政
運
営
方

針
と
財
政
基
盤
強
化
策
の

見
直
し
を
行
い
、
歳
出
抑

制
の
徹
底
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　
４
点
目
、
町
政
運
営
の

緊
張
感
や
組
織
活
性
化
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
、
権
力
の

行
使
は
常
に
抑
制
的
で
あ

る
べ
き
と
の
考
え
を
持
っ

て
町
政
運
営
に
当
た
っ
て

き
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史

家
ジ
ョ
ン
ア
ク
ト
ン
の
言

葉
「
権
力
は
腐
敗
す
る 

絶
対
的
権
力
は
絶
対
的
に

腐
敗
す
る
」
と
い
う
言
葉

を
胸
に
刻
み
、
驕
ら
ず
謙

虚
に
町
政
運
営
に
当
た
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
二
元
代
表
制
の
も

と
、
市
町
村
長
の
独
走
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
視
機
関

と
し
て
の
議
会
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
、
今

後
も
町
議
会
と
の
活
発
な

議
論
に
緊
張
感
を
持
っ
て

臨
ん
で
参
り
た
い
。
ま
た
、

組
織
の
活
性
化
で
は
、
役

場
職
員
の
皆
様
の
力
が
最

大
限
発
揮
で
き
る
環
境
を

作
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大

事
で
あ
り
、
町
職
員
が
意

欲
を
持
っ
て
業
務
に
当
た

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
仕
組
み

を
再
度
構
築
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
長
は
、
先
般
７
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
町
長
選

挙
に
お
い
て
４
期
目
へ
の

出
馬
を
表
明
さ
れ
、
３
期

12
年
に
渡
り
、
人
口
減
少

対
策
、
地
域
経
済
対
策
、

子
育
て
支
援
、
防
災
対
策

な
ど
様
々
な
行
政
課
題
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
一

方
、
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
、
人
手

不
足
、
地
域
経
済
の
縮
小

な
ど
江
差
町
に
お
い
て
も

大
き
な
課
題
が
山
積
み
し

て
お
り
、
町
長
が
４
期
目

を
目
指
す
決
意
に
至
っ
た

理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
３

期
12
年
の
町
政
運
営
を
ど

問　
政
策
方
針
と
今
後
の
町
政
運
営
つ
い
て

答　
道
の
駅
開
業
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
推
進

大門　和幸議員

無
　
会
　
派

議
員

大だ
い
も
ん門

　
和か

ず
ゆ
き幸

無償化となっている学校給食
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江
差
の
５
月
は
江
戸
に

も
な
い
、
ニ
シ
ン
の
繁
栄

が
息
づ
く
街
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
９
年

が
経
ち
、
こ
の
間
の
ス

ト
ー
リ
ー
に
関
連
す
る
事

業
が
行
わ
れ
た
が
３
０
０

万
円
以
上
の
事
業
を
伺
う
。

町
長
全
部
で
11
事
業
あ

り
、
い
ず
れ
の
事
業
も
江

差
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

再
巨
大
ニ
シ
ン
の
ぼ
り

に
つ
い
て
、
約
４
０
０
万

円
を
か
け
て
制
作
さ
れ
て

い
る
が
、
合
計
８
回
し
か

利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
費

用
対
効
果
が
悪
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
大
型
ク
レ
ー

ン
が
な
け
れ
ば
揚
が
ら
な

問　
日
本
遺
産
（
ニ
シ
ン
の
ぼ
り
）
に
つ
い
て

答　
掲
揚
以
外
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く

無
　
会
　
派

議
員

増ま
す
な
が永

　
一か

ず
ひ
こ彦

再
質
問
の
内
容
が
通
告

に
沿
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
議
事
進
行
、
議
会

運
営
委
員
会
を
開
催
。

今
回
の
一
般
質
問
の
流

れ
の
中
で
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
認
定
。

建
設
に
係
る
部
分
の
み

再
質
問
と
す
る
。

再
令
和
６
年
６
月
成
立

し
た
改
正
建
設
業
法
に
よ

り
契
約
前
に
通
知
す
る
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
た
が
、

リ
ス
ク
情
報
通
知
を
建
設

業
者
か
ら
頂
い
て
る
か
伺

う
。

　
２
点
目
、
財
政
調
整
基

金
の
残
高
か
ら
見
れ
ば
、

早
期
健
全
化
団
体
に
向

か
っ
て
お
り
、
江
差
町
の

財
源
で
新
道
の
駅
建
設
を

行
う
こ
と
は
財
政
的
に
危

険
で
問
題
が
多
く
、
道
の

駅
を
中
止
す
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

リ
ス
ク
情
報
通
知
と
い
う

形
で
は
頂
い
て
い
な
い
が

事
業
者
と
は
状
況
に
つ
い

て
等
意
見
交
換
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
。

副
町
長
今
現
在
進
行
中

で
あ
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

新
道
の
駅
に
つ
い
て
、

中
東
情
勢
に
よ
る
ナ
フ
サ

問
題
も
浮
上
し
て
い
る
中

で
、本
当
に
事
業
者
グ
ル
ー

プ
の
企
業
努
力
で
建
設
費

は
増
え
な
い
の
か
伺
う
。

町
長
想
像
以
上
の
資
材

等
の
高
騰
に
対
し
て
は
、

全
て
を
企
業
努
力
と
い
う

形
で
求
め
る
こ
と
は
妥
当

で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、

契
約
の
ル
ー
ル
に
則
り
な

が
ら
、
事
業
者
と
協
議
、

調
整
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
「
新
道
の
駅
」
の
建
設
費
に
つ
い
て

答　
事
業
者
と
協
議
、
調
整
を
行
っ
て
い
く

行
う
と
と
も
に
、
接
種
に

関
し
て
相
談
等
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
正
確
な
情
報

を
提
供
し
不
安
の
解
消
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

再
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は

他
の
が
ん
予
防
に
も
効
果

が
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
を
上
げ
町
民
の
が
ん
予

防
に
力
を
入
れ
て
頂
き
た

い
。
ま
た
、
男
子
に
も
効

果
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
男

子
の
場
合
は
公
費
助
成
が

な
い
た
め
、
男
子
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
助
成
の
検
討

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

健
康
推
進
課
長
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
だ
け
で
な
く
、

他
の
ワ
ク
チ
ン
も
含
め
て

優
先
順
位
を
考
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
男
性

へ
の
公
費
助
成
、
定
期
接

種
化
に
つ
い
て
も
、
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
優
先
順

位
を
付
け
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
女

性
の
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

と
し
て
、
定
期
接
種
化
さ

れ
公
費
助
成
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
全
国
平
均
接
種

率
よ
り
江
差
町
の
接
種
率

が
低
い
理
由
を
伺
う
。

町
長
過
去
に
重
篤
な
副

反
応
の
事
例
が
報
道
さ
れ

た
こ
と
の
影
響
を
受
け
、

接
種
を
た
め
ら
う
方
が
多

い
と
推
察
し
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
対
象
者
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
を

問　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

答　
優
先
順
位
を
付
け
て
検
討
し
て
い
く

い
巨
大
ニ
シ
ン
の
ぼ
り
を

な
ぜ
作
成
し
た
の
か
、
ま

た
２
０
２
０
年
度
以
降
、

巨
大
ニ
シ
ン
の
ぼ
り
が
な

ぜ
揚
が
ら
な
か
っ
た
の
か

伺
う
。
更
に
今
後
、
巨
大

ニ
シ
ン
の
ぼ
り
を
ど
の
よ

う
に
す
る
か
伺
う
。

追
分
観
光
課
長
協
議
会

の
方
で
、
他
の
活
用
方
法

を
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。
掲
揚
に
関
し
て

コ
ロ
ナ
禍
等
を
挟
ん
だ
こ

と
、
こ
れ
ら
の
影
響
が
大

き
い
と
考
え
て
お
り
現
状
、

コ
ロ
ナ
禍
は
明
け
て
い
る

が
、
掲
揚
以
外
の
展
示
等

も
現
在
検
討
中
の
た
め
ご

理
解
願
い
ま
す
。

再
再
作
成
時
点
で
、
将

来
ど
う
い
う
形
で
揚
げ
て

い
く
の
か
等
の
計
画
が
無

か
っ
た
の
か
ま
た
、
巨
大

ニ
シ
ン
を
違
う
形
で
作
れ

る
方
法
を
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
を
伺
う
。

町
長
ニ
シ
ン
の
ぼ
り
作

成
の
経
緯
は
、
当
時
の
小

学
生
と
意
見
交
換
す
る
中

で
大
き
な
ニ
シ
ン
の
ぼ
り

を
江
差
町
に
掲
げ
た
ら
地

域
の
活
性
化
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
ご
提
案
を
頂

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
子

供
た
ち
の
夢
を
乗
せ
た
日

本
遺
産
と
い
う
こ
と
を
目

指
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
活
用
に
つ
い
て
の
指

摘
は
真
摯
に
受
け
と
め
、

今
後
地
域
の
活
性
化
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

増
永
議
員
答
弁
漏
れ
。

当
初
作
成
時
に
、
ど
う
い

う
運
用
を
す
る
か
計
画
し

て
い
た
か
を
質
問
し
て
い

る
。町

長
当
初
は
、
毎
年
掲

揚
し
て
多
く
の
観
光
客
、

町
民
に
見
て
も
ら
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
た
が
、
そ

れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
活
用
の

仕
方
を
検
討
し
な
が
ら
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

増永　一彦議員

ニシンのぼり掲揚の様子
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た
め
都
度
、
事
業
環
境
等

を
踏
ま
え
見
直
さ
れ
て
お

り
、
第
４
ラ
ウ
ン
ド
と
な

る
檜
山
沖
は
よ
り
洋
上
風

力
発
電
事
業
の
完
遂
に
向

け
た
整
備
が
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
当
町
で
把
握
し
て
い
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、

国
で
は
第
１
ラ
ウ
ン
ド
３

海
域
の
公
募
占
用
指
針
案

の
策
定
に
向
け
準
備
を
し

て
お
り
、
檜
山
沖
や
そ
の

第
１
ラ
ウ
ン
ド
の
再
公
募

が
終
了
し
て
か
ら
と
想
定

し
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、

昨
年
12
月
に
設
置
し
た
洋

上
風
力
推
進
プ
ラ
ッ
ト

　
昨
年
、
檜
山
沖
が
洋
上

風
力
発
電
の
促
進
地
域
に

指
定
さ
れ
、
経
済
産
業
省

で
は
昨
年
の
12
月
に
新
た

な
公
募
制
度
を
発
表
し
公

募
制
度
が
大
き
く
変
わ
っ

た
。
公
募
制
度
改
正
に
よ

り
檜
山
沖
洋
上
風
力
発
電

の
今
後
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、

江
差
町
で
把
握
し
て
い
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
公
募
時

期
な
ど
伺
う
。

町
長
公
募
制
度
の
見
直

し
は
洋
上
風
力
事
業
の
長

期
的
、
安
定
的
か
つ
効
率

的
な
実
施
を
可
能
と
す
る

問　
檜
山
沖
洋
上
風
力
の
今
後
に
つ
い
て

答　
公
募
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
く

無　
会　
派

議
員

塚つ
か
も
と本

　
　
眞ま

こ
と

塚本　　眞議員

　
町
で
は
役
場
機
能
の
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
内
容
に
つ
い
て
ど
の

程
度
進
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。町

長
国
が
進
め
る
標
準

準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

を
本
年
の
10
月
を
目
途
に

進
め
て
お
り
、
今
後
は
標

　
町
長
は
町
政
執
行
方
針

で
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
と
い
う
課
題
に
対
し
雇

用
機
会
の
創
出
や
暮
ら
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
人
口
の
流
出
を
抑

制
し
、
若
年
層
の
定
住
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

ま
ち
作
り
を
進
め
て
き
た

が
江
差
町
で
は
前
回
の
調

査
か
ら
比
べ
て
15
．
７
％

人
口
減
と
い
う
結
果
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
に

つ
い
て
、
再
検
討
が
求
め

ら
れ
る
と
思
う
が
所
見
を

準
化
さ
れ
た
基
幹
シ
ス
テ

ム
を
ベ
ー
ス
に
、
デ
ー
タ

活
用
の
在
り
方
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ご
理
解
願
い
ま

す
。

再
中
々
進
ん
で
な
い
現

状
と
感
じ
る
が
、
議
会
等

も
Ｄ
Ｘ
を
ど
ん
ど
ん
進
め

る
べ
き
と
思
っ
て
お
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
等

様
々
な
可
能
性
も
含
め
て

今
後
の
検
討
課
題
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
所
見
を
伺

う
。総

務
課
参
事
議
員
若
し

く
は
職
員
へ
の
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
ず
は
優
先
的
に

基
盤
を
整
え
活
用
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

伺
う
。

町
長
江
差
町
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
け
る
人
口
目

標
を
下
回
る
厳
し
い
数
字

と
な
っ
て
お
り
、
強
い
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
人
口
減
少
の
要
因
に
つ

い
て
、
自
然
減
・
社
会
減

２
つ
の
要
因
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
令
和
７
年

度
の
自
然
減
に
関
し
て
は
、

出
生
数
17
人
に
対
し
、
死

亡
数
１
３
５
人
と
出
生
数

が
死
亡
数
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。
社
会
減
に

関
し
て
は
、
転
入
が
３
７

１
人
に
対
し
、
転
出
が

４
３
１
人
と
転
出
超
過
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
子
育
て
環
境

の
充
実
な
ど
定
住
促
進
に

向
け
た
各
種
施
策
が
一
定

程
度
、
社
会
減
抑
制
に
繋

が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
人
口
動

態
の
デ
ー
タ
を
詳
細
に
分

析
し
対
策
の
見
直
し
も
含

め
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
お
り
ご
理
解

願
い
ま
す
。

問　
役
場
機
能
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
の
要
因
、
施
策
に
つ
い
て

答　
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
に
進
め
て
い
く

答　
各
種
施
策
の
見
直
し
も
含
め
対
策
を
検
討

　富山県入善町洋上風力発電事業写真
（総務産業常任委員会行政視察において撮影）

フ
ォ
ー
ム
を
中
心
と
し
た

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
や
、

町
内
に
お
け
る
洋
上
風
力

人
材
育
成
施
設
の
整
備
に

向
け
準
備
を
進
め
、
公
募

制
度
の
見
直
し
が
洋
上
風

力
発
電
事
業
を
確
実
な
も

の
と
し
、
地
域
に
対
す
る

経
済
効
果
を
最
大
化
す
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ご
理

解
願
い
ま
す
。
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う
。

　
３
点
目
、
江
差
観
光
み

ら
い
機
構
と
の
事
業
の
協

働
、
協
調
性
が
求
め
ら
れ

る
が
ど
の
よ
う
に
事
業
者

に
提
案
を
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

　
４
点
目
、
町
民
懇
談
会

に
お
い
て
女
子
ト
イ
レ
不

足
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ

た
。
実
施
設
計
は
済
み
で

あ
る
が
町
と
し
て
考
え
を

伺
う
。

町
長
１
点
目
、
現
地
法

人
の
設
立
に
関
し
て
、
地

域
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

く
上
で
意
義
、
効
果
が
あ

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る

が
、
要
求
水
準
書
に
お
い

て
現
地
法
人
の
設
立
を
要

件
と
し
て
い
な
い
。
事
業

者
か
ら
の
計
画
は
様
々
な

形
で
の
地
域
と
の
連
携
、

地
域
資
源
の
活
用
、
地
域

経
済
へ
の
波
及
に
繋
が
る

取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
地
域
に
根
ざ

し
た
事
業
展
開
と
な
る
よ

う
事
業
者
側
に
求
め
て
い

き
た
い
。

　
１
点
目
、
指
定
管
理
者

と
し
て
委
託
契
約
を
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
現

地
法
人
を
設
立
し
て
頂
き
、

色
ん
な
分
野
で
協
力
を
し

て
頂
き
た
い
と
考
え
る
。

商
工
会
や
観
光
協
会
等
に

も
加
入
し
て
頂
き
な
が
ら
、

納
税
を
通
し
て
町
に
も
貢

献
し
て
頂
く
と
い
う
意
味

で
も
、
現
地
法
人
を
作
っ

て
対
応
す
べ
く
町
の
方
か

ら
提
言
求
め
た
い
。

　
２
点
目
、
開
陽
丸
財
団

と
の
関
連
性
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、

現
在
勤
務
し
て
い
る
職
員

の
方
々
の
雇
用
に
つ
い
て
、

維
持
継
続
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
が
ど
の
よ
う

に
町
が
提
案
す
る
の
か
伺

問　
新
道
の
駅 

運
営・管
理
体
制
に
つ
い
て

答　
地
域
に
根
差
し
た
事
業
展
開
を
求
め
て
い
く

無　
会　
派

議
員

飯い
い
だ田

　
隆り

ゅ
う
い
ち一

　
２
点
目
、
開
陽
丸
財
団

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
開

陽
丸
記
念
館
の
管
理
運
営

を
行
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
り
、
開
陽
丸
の
価
値

を
損
な
う
こ
と
な
く
運
営

の
移
行
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

職
員
の
雇
用
に
関
し
て
、

事
業
者
と
開
陽
丸
職
員
の

面
談
の
機
会
を
作
る
な
ど

を
検
討
し
て
お
り
ご
理
解

願
い
ま
す
。

　
３
点
目
、
観
光
情
報
の

発
信
や
旅
行
商
品
の
造
成
、

誘
客
活
動
な
ど
様
々
な
分

野
で
協
力
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
定
期
的
な

情
報
共
有
や
協
議
の
場
を

設
け
る
な
ど
連
携
強
化
に

努
め
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

　
４
点
目
、
実
施
設
計
が

完
了
し
既
に
着
工
し
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
現
時
点

で
女
子
ト
イ
レ
の
増
設
は

難
し
い
が
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
な
ど
一
時
的
な
混
雑

時
に
お
い
て
、
隣
接
す
る

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ

ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の
活
用

な
ど
も
含
め
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
事
業
者
側
と
協

議
し
て
い
く
た
め
考
え
の

た
め
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
国
交
省
か
ら
公
衆
ト

イ
レ
の
指
針
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
発
表
さ
れ
、
電
子

看
板
等
で
使
用
状
況
を
出

し
た
り
、
混
雑
時
に
は

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

す
る
な
ど
、
設
計
変
更
も

含
め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
努
力
は
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

現
時
点
で
設
計
の
見
直
し

ま
で
は
想
定
し
て
い
な
い

が
、
流
動
的
対
応
併
せ
て
、

隣
接
す
る
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

レ
を
活
用
す
る
な
ど
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
運
営
面
で
の
課
題

等
、
事
業
者
側
と
協
議
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

飯田　隆一議員

　
地
域
移
行
に
向
け
た
実

施
時
期
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
遠
征
や
練
習

等
、
事
故
防
止
の
観
点
か

ら
も
交
通
の
問
題
に
つ
い

て
、
町
の
支
援
が
求
め
ら

れ
る
が
所
見
を
伺
う
。

教
育
長
１
点
目
、
受
け

皿
と
な
る
団
体
や
指
導
者

の
確
保
等
に
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
て
の
競
技

が
地
域
展
開
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
当
面
は
合
同
部

活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、

　
町
内
小
学
校
に
お
い
て

複
式
学
級
が
増
え
て
お
り
、

今
後
６
年
間
の
デ
ー
タ
を

見
て
も
１
桁
台
の
ク
ラ
ス

編
成
で
あ
る
。
町
内
３
小

学
校
体
制
に
つ
い
て
は
見

直
し
や
検
討
段
階
に
あ
る

と
思
い
が
、
教
育
長
の
所

見
を
伺
う
。

教
育
長
江
差
町
教
育
推

進
計
画
に
お
い
て
、
小
中

一
貫
教
育
や
小
中
連
携
事

業
等
の
推
進
、
郷
土
芸
能

の
伝
承
等
、
特
色
あ
る
教

近
隣
町
と
の
協
議
が
整
っ

た
部
活
動
か
ら
順
次
、
地

域
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ご
理
解
願
い
ま

す
。

　
２
点
目
、
大
会
参
加
な

ど
遠
征
時
に
は
生
涯
学
習

バ
ス
や
公
用
車
の
状
況
に

応
じ
て
送
迎
を
行
っ
て
い

る
。
練
習
等
で
の
送
迎
に

つ
い
て
は
地
域
展
開
を
進

め
て
い
く
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。

育
活
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
少
人
数
環
境
の
強

み
を
生
か
し
た
、
き
め
細

か
な
学
習
指
導
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
児
童
生
徒
に

と
っ
て
望
ま
し
い
学
校
環

境
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

上
で
、
多
様
な
教
育
的
価

値
や
地
域
に
お
け
る
学
校

の
役
割
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
町
長
部
局
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問　
部
活
動
地
域
移
行
と
送
迎
支
援
に
つ
い
て

答　
課
題
整
理
を
行
い
、
地
域
展
開
を
進
め
る

問　
小
学
校
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て

答　
町
長
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る

送迎で使用している町生涯学習バス
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靱
化
の
た
め
に
、
半
島
道

路
網
の
整
備
と
共
に
江
差

港
に
函
館
被
災
時
の
支
援

機
能
整
備
を
北
海
道
開
発

局
に
要
望
す
る
考
え
は
あ

る
か
を
伺
う
。

町
長
昨
年
９
月
に
開
催

し
た
港
湾
審
議
会
で
は
、

新
道
の
駅
の
建
設
や
、
陸

上
、
洋
上
風
力
発
電
事
業

の
進
捗
状
況
、
釣
り
文
化

振
興
モ
デ
ル
港
の
指
定
な

ど
、
江
差
港
周
辺
で
計
画

さ
れ
て
い
る
事
業
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
た
。
今

後
、
関
係
機
関
を
交
え

ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
に
関
す

る
具
体
的
な
協
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
２
点
目
、
函
館
江
差
自

動
車
道
木
古
内
江
差
間
整

備
促
進
協
議
会
で
、
要
望

活
動
を
継
続
し
行
っ
て
お

り
ま
た
、
半
島
防
災
の
強

化
を
含
め
、
半
島
地
域
が

抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
て
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ご
理
解

願
い
ま
す
。

再
平
成
14
年
３
月
に
江

差
港
長
期
構
想
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
江
差

港
長
期
構
想
計
画
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
２
点
目
、
太
平
洋
側
の

港
が
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

日
本
海
側
か
ら
函
館
を
支

援
す
る
事
前
復
興
計
画
は

重
要
と
考
え
て
い
る
。
江

差
の
長
期
構
想
計
画
の
中

で
そ
の
視
点
を
取
り
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
所
見
を
伺
う
。　

産
業
振
興
課
長
長
期
構

想
計
画
に
つ
い
て
、
平
成

14
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
見
直
し
も

含
め
な
が
ら
改
正
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
２
点
目
、
能
登
半
島
地

震
を
教
訓
に
地
方
港
湾
に

お
け
る
港
湾
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
版

が
公
表
さ
れ
た
。
港
湾
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
当
た
り
、

函
館
市
な
ど
を
含
め
た
近

隣
市
町
と
の
連
携
し
た
協

議
や
専
門
的
な
分
析
、
調

査
が
必
要
と
な
り
、
長
期

構
想
の
見
直
し
も
含
め
て

改
正
作
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ご
理

解
願
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
江
差
線
が
無
く

な
っ
た
今
日
、
江
差
港
は

当
町
に
お
い
て
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
と
な
っ
て
お
り
、

計
画
的
な
対
応
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
隣
接
す
る

新
し
い
道
の
駅
事
業
と
の

連
携
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
事

業
、
他
漁
業
へ
の
対
応
、

釣
り
文
化
振
興
モ
デ
ル
事

業
へ
の
対
応
、
洋
上
風
力

事
業
へ
の
対
応
、
改
正
半

島
振
興
法
に
お
け
る
防
災

支
援
機
能
の
対
応
、
来
航

す
る
大
型
客
船
接
岸
対
応

等
で
あ
り
、
港
湾
審
議
会

で
の
将
来
の
江
差
港
の
在

り
方
に
関
す
る
議
論
は
現

在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
２
点
目
、
渡
島
半
島
強

問　
江
差
港
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

答　
関
係
機
関
と
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
く

無　
会　
派

議
員

出で
さ
き﨑

　
太た

ろ
う郎

出﨑　太郎議員

　
昨
年
度
の
決
算
委
員
会

で
は
技
術
系
職
員
の
欠
員

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
町

在
住
の
有
資
格
者
や
特
殊

能
力
を
持
つ
者
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
す
る
こ
と
で
、
協
力
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
有
効

と
考
え
て
い
る
が
所
見
を

伺
う
。

町
長
町
内
在
住
の
有
資

格
者
や
特
殊
能
力
を
持
つ

方
々
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、

い
わ
ゆ
る
人
材
バ
ン
ク
に

つ
い
て
、
行
政
運
営
の
補

完
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
維
持
、
向
上
を
図
る
上

で
有
効
と
認
識
し
て
お
り
、

北
海
道
の
人
材
バ
ン
ク
制

度
に
つ
い
て
は
、
複
数
の

制
度
が
存
在
し
、
目
的
や

様
々
な
分
野
に
応
じ
て
市

町
村
へ
の
人
材
の
派
遣
な

ど
の
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
は
専
門
人
材
の

確
保
や
大
規
模
災
害
発
生

時
な
ど
の
有
事
の
際
の
応

援
な
ど
必
要
に
応
じ
て
各

関
係
、
各
課
と
の
連
携
協

議
を
行
っ
た
上
で
、
北
海

道
に
お
け
る
人
材
バ
ン
ク

制
度
の
活
用
や
町
内
に
お

け
る
人
材
バ
ン
ク
の
可
能

性
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論

を
深
め
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
お
り
ご
理
解
願
い
ま

す
。

再
人
材
バ
ン
ク
に
つ
い

て
、
外
国
語
を
話
せ
る
人

が
町
内
に
ど
の
く
ら
い
居

る
か
、
介
護
資
格
、
看
護

資
格
を
持
っ
て
い
る
方
が

ど
の
く
ら
い
居
る
か
等
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、

行
政
が
担
う
に
は
困
難
な

部
分
も
あ
る
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
が
、
踏
み
込
ん

だ
答
弁
頂
き
た
い
。

総
務
課
長
北
海
道
で
は

様
々
な
分
野
に
お
い
て
人

材
バ
ン
ク
制
度
も
あ
る
が
、

市
町
村
で
は
少
な
い
。
基

本
的
に
は
北
海
道
で
持
っ

て
い
る
人
材
バ
ン
ク
制
度

の
活
用
を
ど
う
考
え
る
か

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

町
内
に
お
け
る
有
資
格
者

の
活
用
等
に
つ
い
て
は
今

後
議
論
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ご
理
解
願
い

ま
す
。

問　
人
材
バ
ン
ク
の
整
備
に
つ
い
て

答　
制
度
や
有
資
格
者
の
活
用
を
検
討
す
る

江差港にて積み降ろし作業を実施している洋上風力
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問　
独
居
老
人
の
推
移
に
つ
い
て

答　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
作
り
を
推
進
す
る

　

江
差
町
の
高
齢
化
率

41
％
、
地
区
に
よ
っ
て
は

50
％
を
超
え
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
独
居
老
人

の
推
移
を
見
る
と
、
世
帯

数
は
増
え
て
い
て
自
宅
で

の
生
活
者
が
多
く
な
り
施

設
入
居
者
が
減
少
し
て
い

る
。
日
頃
の
介
護
予
防
事

業
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
整

備
さ
れ
て
い
る
成
果
で
あ

れ
ば
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
が
、
自
宅
生
活
者
の
中

に
、
施
設
入
居
を
希
望
し

な
が
ら
入
居
で
き
ず
待
機

し
て
い
る
方
が
含
ま
れ
て

い
る
の
か
を
伺
う
。

町
長
施
設
入
所
者
数
に

つ
い
て
は
人
口
減
少
の
影

響
も
あ
り
、
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
要
因
と
し
て

は
介
護
予
防
事
業
の
推
進

に
よ
り
健
康
寿
命
の
延
伸

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
な

ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が

整
っ
て
お
り
、
自
宅
で
生

活
を
継
続
出
来
る
環
境
が

町
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
ま
た
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

利
用
継
続
し
て
頂
い
て
い

る
。
施
設
の
種
類
や
本
人

の
状
態
に
応
じ
て
待
機
期

間
は
違
う
が
、
急
ぎ
対
応

が
必
要
な
方
へ
の
入
所
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
ご
協

力
も
あ
り
早
め
に
入
所
に

繋
が
る
こ
と
も
あ
り
、
今

後
も
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施

て
い
る
見
守
り
体
制
の
充

実
も
減
少
要
因
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
施
設
へ
の
申
し
込
み
を

行
い
、
在
宅
で
生
活
し
て

い
る
方
も
数
に
含
ま
れ
て

お
り
、
令
和
８
年
２
月
末

時
点
で
の
町
内
に
施
設
待

機
者
数
は
、
介
護
保
険
施

設
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

合
わ
せ
て
13
名
と
な
っ
て

お
り
、
独
居
世
帯
全
体
の

１
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
介
護
ニ
ー
ズ
や
人

口
動
態
の
変
化
に
注
視
し
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
作
り
の
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
待
機
の
方
々
は
ど
の

程
度
の
期
間
待
た
さ
れ
る

の
か
ま
た
、
待
機
期
間
中

も
あ
る
程
度
の
生
活
は
出

来
る
よ
う
な
体
制
が
整
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
早
い
方

で
１
週
間
、
長
く
て
も
２
、

３
か
月
と
聞
い
て
お
り
こ

の
間
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
も

設
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に
運

営
さ
れ
、
高
齢
者
の
方
々

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
事
業
所
と
も

し
っ
か
り
情
報
共
有
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。

家
の
判
断
の
手
引
き
に
よ

り
空
き
家
等
と
判
断
し
た

も
の
で
あ
り
ご
理
解
願
い

ま
す
。

　
１
点
目
、
対
象
と
な
っ

た
４
件
の
物
件
に
つ
い
て

は
所
有
者
の
個
人
情
報
の

保
護
の
観
点
か
ら
答
弁
は

控
え
さ
せ
て
頂
く
。

　
３
点
目
、
調
査
は
令
和

７
年
度
業
務
委
託
に
よ
り

実
施
し
、
町
内
の
空
き

家
の
実
態
把
握
を
行
っ

た
。
少
子
高
齢
化
や
過
疎

化
の
進
行
に
よ
り
現
在
居

住
中
の
住
宅
等
が
空
き
家

に
な
る
な
ど
、
今
後
も
発

生
し
て
い
く
も
の
と
想
定

し
て
お
り
、
継
続
的
に
空

き
家
対
策
を
行
う
に
当
た

り
、
町
内
会
や
住
民
か
ら

の
情
報
提
供
を
有
効
活
用

し
、
空
き
家
の
実
態
把
握

と
空
き
家
問
題
の
解
消
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
町
広
報
で
空
き
家
の
問

題
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
、

数
の
多
さ
に
驚
い
て
い
る
。

地
区
、
不
良
度
、
所
有
者

の
意
向
に
つ
い
て
載
っ
て

お
り
そ
の
中
で
、
愛
宕
町

空
き
家
４
戸
と
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
倍
以
上
は
空

き
家
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
回
対
象
と
な
っ

た
物
件
は
ど
こ
か
伺
う
。

　
２
点
目
、
空
き
家
の
条

件
・
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

　
３
点
目
、
調
査
は
外
部

委
託
に
よ
る
も
の
か
伺
う
。

町
長
２
点
目
の
空
き
家

の
定
義
に
つ
い
て
、
調
査

に
用
い
た
判
定
基
準
は
、

空
き
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
及
び

市
町
村
に
よ
る
特
定
空
き

問　
空
き
家
実
態
調
査
に
つ
い
て

答　
実
態
把
握
と
問
題
に
解
消
に
努
め
て
い
く

無
　
会
　
派

議
員

小こ
う
め梅

　
洋ひ

ろ
こ子

介護予防事業の一つである「体操教室」及びネクストイノベー
ションでの「買い物支援事業」の様子

小梅　洋子議員
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日
本
共
産
党

議
員

小お
の
で
ら

野
寺
　
真ま

こ
と

題
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

体
制
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

町
長
１
点
目
、
十
分
な

検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
今
後
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

実
情
や
現
場
の
声
を
踏
ま

え
な
が
ら
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
２
点
目
、
調
査
結
果
の

分
析
及
び
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き

協
議
を
進
め
、
当
町
の
実

　
１
点
目
、
施
設
の
人
員

の
配
置
基
準
の
緩
和
や
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
の

見
直
し
が
進
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
今
回
の

制
度
改
正
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
２
点
目
、
第
10
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
に
向

け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
江
差
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
３
点
目
、
頼
れ
る
身
寄

り
が
い
な
い
高
齢
者
の
問

問　
介
護
保
険
・
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

答　
実
情
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
く

　
１
点
目
、
江
差
町
障
が

い
福
祉
プ
ラ
ン
で
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
保
健
医
療

福
祉
関
係
者
が
連
携
し
て

取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
る

が
現
状
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
精
神
病
院
か

ら
退
院
し
た
後
の
フ
ォ

ロ
ー
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

町
長
１
点
目
、
本
人
の

希
望
が
前
提
と
な
る
が
、

個
別
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催

し
な
が
ら
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
必
要
な
場

合
は
医
療
機
関
や
関
係
機

関
と
情
報
共
有
を
図
っ
て

対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
点
目
、
分
か
り
や
す

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
の

周
知
を
図
り
、
気
軽
に
役

　
入
居
手
続
き
は
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
の
た

め
の
固
定
電
話
契
約
等
多

く
の
手
続
き
が
必
要
で
あ

り
そ
れ
ら
に
対
す
る
支
援

が
必
要
と
考
え
る
。
町
と

し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
支

援
体
制
を
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

町
長
入
居
決
定
段
階
で

の
早
期
の
課
題
把
握
、
関

係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら

場
へ
連
絡
相
談
で
き
る
体

制
を
整
え
、
必
要
な
支
援

や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
繋

げ
る
な
ど
、
地
域
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
の
構
築
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
自
ら
積
極
的
に
支
援

を
訴
え
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
方
も
お

り
、
本
人
か
ら
連
絡
が
な

く
て
も
情
報
が
入
っ
た
ら

訪
問
す
る
と
い
う
体
制
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

町
民
福
祉
課
長
短
期
間

入
院
の
場
合
は
、
町
に
連

絡
が
来
な
い
た
め
把
握
が

難
し
い
が
、
医
療
機
関
、

町
内
会
や
近
所
の
方
か
ら

連
絡
を
頂
い
て
訪
問
に
繋

が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
関
係
部
署
が
連
携
を

取
り
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
町
内
会
や
民
生
委

員
、
各
医
療
機
関
な
ど
と

情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

必
要
な
支
援
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ご

理
解
願
い
ま
す
。

必
要
な
手
続
き
へ
の
案
内

や
支
援
体
制
強
化
を
考
え

て
お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
に
お
い
て
、
入
居
に

係
る
手
続
き
や
引
っ
越
し

な
ど
の
業
務
を
支
援
で
き

る
の
か
伺
う
。

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長

 

引
っ
越
し
に
関
す
る
手
続

き
支
援
な
ど
の
実
績
が
あ

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

問　
精
神
障
害
者
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て

問　
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
入
居
に
つ
い
て

答　
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
の
構
築
に
努
め
る

答　
関
係
部
署
と
共
有
・
検
討
し
て
い
く

情
に
即
し
た
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

で
お
り
ま
す
。

　
３
点
目
、
今
後
示
さ
れ

る
制
度
の
詳
細
や
役
割
分

担
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
体
制
作
り
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ご
理
解
願
い

ま
す
。

再
移
動
時
間
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
、
国
が
示
し

て
い
る
配
置
基
準
を
満
た

す
職
員
の
確
保
等
が
現
状

の
課
題
と
考
え
る
が
事
業

者
と
の
論
議
な
ど
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
伺
う
。

　
２
点
目
、
介
護
保
険
事

業
の
地
域
支
援
事
業
の
中

で
、
地
域
の
助
け
合
い
に

よ
る
通
院
支
援
な
ど
を
総

合
事
業
な
ど
で
検
討
で
き

な
い
か
伺
う
。 

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
町

内
介
護
事
業
所
14
か
所
に

対
し
て
聞
き
取
り
も
実
施

し
て
お
り
、
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
引
き
続
き
調
査

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
２
点
目
、
総
合
事
業
と

い
う
枠
組
み
の
中
で
、
よ

り
実
態
に
即
し
た
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
目
指
し
て
策
定

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

小野寺　真議員

連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト

を
必
要
と
す
る
方
々
に
情

報
が
届
く
よ
う
周
知
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
再
日
常
生
活
支
援
、

自
立
支
援
事
業
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
部
分
も
あ

る
と
思
う
が
、
高
齢
あ
ん

し
ん
課
が
総
合
的
な
窓
口

を
担
い
支
援
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
過

去
に
相
談
を
受
け
、
入
居

に
つ
い
て
説
明
し
入
居
に

繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

現
段
階
で
総
合
的
に
支
援

す
る
と
断
言
で
き
な
い
が
、

担
当
部
署
と
も
連
携
を
図

り
共
有
し
た
い
と
考
え
お

り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

1階部分がシルバーハウジングと
なっている円山第4団地
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　社会文教常任委員会は、令和７年第６回臨時会で事務調査をおこし、担当課とのヒアリング、各中学校
及び高校とのヒアリングをおこない、調査をした結果について次のとおり報告した。

■調査の目的
　�　高等学校を巡っては、少子化の波を受けて子どもたちが減少しており、生徒の確保が課題となってい

る。当町の江差高等学校においてもその影響は避けられない状況である。
　�　地域において、高校の存続は子どもたちの教育の問題だけでなく、将来の町づくりにおける根幹的な

施設であるとの認識のもと、今、必要な対策を講じなければならない。
　�　当委員会では、高等学校を巡る現状を把握し、学校の存続・維持のために、町として取り組むべき課

題について調査することとした。

■意見
　Ⅰ．江差高校の現状
　�　高校存続のために２クラス制の維持が必須であると感じていた。檜山管内の中心連絡校としての役割

を担う上でもそれを守らなければならない。
　�　上ノ国高校は入学者が前年から１０人増えた。上ノ国高校の取り組みは、同校及び支援する町の努力

の結果である。
　　子どもたちに選ばれる学校となるために、今、町として何をなすべきか考える必要がある。
　Ⅱ．魅力化・特色化
　�　子どもたちに選ばれる高校となるためには、より魅力的で特色ある学校づくりが要求される。高校の

魅力は、高校就学期間の充実さに求められるべきであろう。
　�　特色化についても、奇をてらったものを選択する必要はなく、地元の特色に着目し、それらの体験機

会を増やすことで、子どもたちの将来の進路にヒントを与えることができると考える。
　Ⅲ．町からの助成等
　　生徒の負担を軽減し、江差高校を選んでもらうために、町の助成の検討を要する。
　�　通学バス代、奨学金、漢検・英検などの資格取得の検定料、修学旅行の費用、クラブ部活動の費用、

制服やジャージの費用、下宿の費用などの項目について声が上がっており、助成を考慮すべきである。
　Ⅳ．クラブ活動
　�　生徒数の減少で、学内のみで活動できない状況にあり、スポーツ・文化ともに他校との連携を含め、

生徒のクラブ活動に積極的な支援を講じるべきである。
　Ⅴ．支援が必要な生徒への意見
　�　支援が必要な生徒に対する受け入れのための特別支援クラス設置を求める声もあった。現在の江差高

校の体制では実現には困難な側面もあるが、選択肢が増え入学者増のために、その可能性について考え
てみる必要がある。

　上記の意見を踏まえ、江差高等学校の存続・維持のために、他校の取り組み等を参考
にしながら、当町の支援策を検討すべきである。

社会文教常任委員会
『江差町における高等学校の在り方に関する事務調査』

　常　任　委　員　会　常　任　委　員　会　　　　　　　　　　　　事務調査継続中！　　　　　　　　　　　　事務調査継続中！議会改革調査特別委員会議会改革調査特別委員会
総務産業常任委員会　『交流人口拡大に関する事務調査』

社会文教常任委員会　『郷土芸能の維持・継承に関する事務調査』
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出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！
令和 8年 4月 1日から 6月 30日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（中の数字：1傷病・2出産・3育児・4看護・5介護・6私用・7早退）

会 　 議 　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委  員 委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員
大
門
　
和
幸

西
海
谷
　
望

飯
田
　
隆
一

室
井
　
正
行

小
梅
　
洋
子

田
畑
　
豊
利

出
﨑
　
太
郎

小
野
寺
　
真

打
越
東
亜
夫

塚
本
　
　
眞

増
永
　
一
彦

萩
原
　
　
徹

第 ２ 回 定 例 会 6 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

第 ２ 回 臨 時 会 4 月 2 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

第３回全員協議会 6 月 1 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４回全員協議会 6 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務産業常任委員会 6 月 1 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会文教常任委員会 6 月 3 日 ○ ○ ❻ ○ ○

議会改革調査特別委員会 4 月 2 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会
4 月 1 3 日 ○ ○ ○ ○ ○
6 月 2 6 日 ○ ○ ○ ○

議 会 運 営 委 員 会
4 月 2 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 月 2 7 日 ○ ○ ○ ○ ○
6 月 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴すること
ができます。
　皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなみんなのの議会 傍聴議会 傍聴しませんかしませんか
次の定例会は次の定例会は９９月月です。です。日程は日程は

ホームページホームページでお知らせします。でお知らせします。

　

　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度
以降の会議録を閲覧することができます。議会
だよりへの掲載は、紙面の都合上、一部省略し
ております。詳しくはHPにてご確認願います。

（議会HPアドレス）
https://www.hokkaido-esashi.
jp/gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい議会ホームページをご覧下さい

　田畑豊利議員が一身上の都合により6月１５日付で辞職され、
増永一彦議員が江差町長選挙に立候補したため、７月７日付で
自動失職となりました。
　また、田畑豊利議員の辞職に伴い、７月７日に告示された町
議会議員補欠選挙において、池内卓也氏以外に届出がなく、
無投票で当選が決まりました。

　♦　新議員名：池内　卓也　（６３歳）
　♦　任　　期：令和８年８月１３日～令和９年８月１０日

新議員が決まりました！新議員が決まりました！
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議会インターネット配信をご覧ください議会インターネット配信をご覧ください
　議会定例会・臨時会を、動画配信サイト YouTube（ユーチューブ）でご視聴いただけます。
１ スマートフォン・タブレットから
① 右の QR コードを読み取る
② メニューから、動画を選びタップ

２ QRコードが読み取れない・パソコンから
① 動画配信サイト YouTube を検索しサイトに入る。
② 検索画面で「江差町議会」と入力し検索する。
③ 視聴したい動画を選びクリックする。

YouTube では議会の様子（左
記）のほか、各議員の一般質問
のやり取りや議案への賛否状況
なども確認することができます。
是非、YouTube 配信をご覧く
ださい。
※ �YouTube は
　「江差町議会」で検索！

江差町議会第２回定例会　賛否一覧

議　　　件　　　名

増
永
　
一
彦

大
門
　
和
幸

田
畑
　
豊
利

出
﨑
　
太
郎

西
海
谷
　
望

小
梅
　
洋
子

室
井
　
正
行

小
野
寺
　
真

飯
田
　
隆
一

打
越
東
亜
夫

塚
本
　
　
眞

採決
結果

承認第１号 令和８年度江差町一般会計補正予算（第３号）の専決処分の
承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１号 江差町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２号 令和８年度江差町一般会計補正予算（第４号）について × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第３号 令和８年度国民健康保険費特別会計補正予算（第１号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第４号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第５号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第１号 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第２号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施
策の充実・強化を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第３号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元など教
育予算拡充とゆたかな学びを求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第４号
道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を
見直しすべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教育を
求める意見書の提出について

○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第５号 令和8年度北海道最低賃金改正等に関する意見書の提出につ
いて ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ 可決

（凡例：賛成：〇　　反対：×　　欠席：欠）
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４
月
27
日
に
第
２
回
臨
時
会
が
行

な
わ
れ
、
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
原

案
ど
お
り
可
決
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
【
第
２
回
臨
時
会
】

◎
承
認

◇
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の

防
災
改
修
等
支
援
事
業

　
※
繰
越
明
許
費
補
正

６
９
３
万
円

◇
江
差
町
か
も
め
島
交
流
拠
点
づ
く
り

　
基
金
積
立

３
１
０
万
円

◇
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び

　
第
27
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

２
６
４
万
円

◇
地
域
活
性
化
支
援
事
業
補
助

　
※�

財
源
更
正
（
一
般
財
源
か
ら
そ
の
他

特
定
財
源
へ
）

10
万
円

◇
江
差
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分

◎
補
正
予
算
（
一
般
会
計
）

◇
江
差
港
漁
船
等
上
架
施
設
整
備
工
事

６
４
９
万
円

◇
開
陽
丸
記
念
館
仮
設
電
源
工
事

88
万
７
千
円

◇
陣
屋
町
「
小
平
沢
地
区
」
テ
レ
ビ

　
難
視
聴
対
策
鋼
管
柱
建
替
工
事

66
万
５
千
円

◇
江
差
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
助
成

　
事
業

４
６
０
万
８
千
円

◎
契
約
の
締
結

■
令
和
８
年
度
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム

　
標
準
化
対
応
業
務

　
契
約
金
額
：
１
億
４
５
０
万
円

■
（
仮
称
）
道
の
駅
「
か
も
め
島
」

　
建
設
工
事

　
契
約
金
額
：
19
億
３
，
６
６
６
万
円

臨
　
時
　
会

令和８年度　道南地区森林・林業・林産業活性化推進
　　　　　　議員連絡会総会及び研修会
　４月２３日、「北斗市総合文化センター かなで～る」におい
て、総会及び研修会が開催され、当議会より出﨑議員・大門議員が
出席しました。
　研修会では、「北海道の森林林業政策について」「はこだて広域
森林組合　合併の効果と現状の課題について」それぞれの講師より
講演がありました。

研修会に参加しました！研修会に参加しました！

全員協議会を開催しました！
　６月１日に第３回、６月１５日に第４回の全員協議会が開催され
議員に対し理事者側から下記の内容について説明がありました。

●　第３回全員協議会（６月１日）
　・江差町歴史的風致維持向上計画策定事業について

●　第４回全員協議会
　・新道の駅の名称について
　・ 洋上風力における人材育成施設の整備について

洋上風力人材育成施設として活用が予定されている「まなびっく」
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この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています
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江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

議会の動き議会の動き
◆道南林活議連役員会（塚本議員）
◆たばかぜ保育園開園式
◆議会広報特別委員会
◆道南林活議連総会及び研修会
　（北斗市：出﨑議員、大門議員）
◆議会運営委員会
◆第２回臨時会
◆令和８年度江差町議会議員会総会
◆議会改革調査特別委員会
◆檜山町村議長会定例議長会（議長）
◆新・市場落成式

◆新道の駅「かもめ島」建設工事安全祈願祭
◆議会運営委員会

◆第３回全員協議会
◆総務産業常任委員会
◆檜山地域振興協議会総会ほか
　（江差町：議長）
◆議会運営委員会
◆北海道町村議会議長会第７７回定期大会
　（札幌市：議長）
◆第２回定例会
◆第４回全員協議会
◆南部桧山衛生処理組合議会全員協議会
◆南部桧山衛生処理組合議会第１回臨時会
　（西海谷議員、大門議員）
◆檜山広域行政組合議会運営委員会
　（小野寺議員）
◆檜山広域行政組合議会第１回臨時会
　（小野寺議員、出﨑議員）
◆議会広報特別委員会

4月10日
4月12日
4月13日
4月23日

4月27日

4月28日

5月18日
5月27日

6月1日

6月5日
6月9日

6月15日

6月17日

6月26日

☆ 世代の垣根を越えて
　７月15日、シニアカ
レッジと児童・園児と
の交流が開催されました。
シニアカレッジでの交流
を通じて、子どもたちが
楽しく学び、あたたかな
ふれ合いの時間となりま
した。

今 号 の 表 紙

（撮影者：西海谷　望　議会広報特別委員会委員）

江差町公設地方卸売市場落成式に出席しました！江差町公設地方卸売市場落成式に出席しました！

落成式の様子落成式の様子 議長祝辞・テープカット議長祝辞・テープカット

施設見学の様子施設見学の様子

　国道２２８号線かもめ島入口交
差点改良工事により、旧市場の移
転が決定し、新市場の工事が３月
３１日で完了しました。
　江差町より当議会へ、当市場落
成式のお招きがあり、４月２８日、
落成式へ出席しました。
　落成式では、萩原議長が祝辞を
述べ、テープカットに参列しまし
た。


